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第６回大学評価室セミナー 講演録 

日 時：2010年5月6日 15：00～16：50 

場 所：市ヶ谷 ボアソナード・タワー26階 Ａ会議室（メイン会場） 

    多 摩 総合情報センター会議室（遠隔システムにて配信） 

    小金五 共同会議室（遠隔システムにて配信） 

プログラム： 

開会挨拶 大学評価室長 公文 溥 

講演「現代福祉学部における教育と事務支援体制について‐理念と実践－」 

    講師：現代福祉学部 大山博教授  

       入学センター 榎本正利部長 

        （質疑忚答） 

閉会挨拶 大学評価室長 公文 溥 

司会 総長室付大学評価室課長 山田 佳男 

 

○山田大学評価室課長  ご来場のみなさま、こんにちは。大学評価室の山田です。ただ

今より第６回大学評価室セミナーを開催します。本日は、お忙しいなか本セミナーにご参

加いただきまして、誠にありがとうございます。最初に、開催にあたりまして公文大学評

価室長から一言ご挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○公文大学評価室長  大学評価室長を担当しております公文でございます。大学評価室

で３つのアンケートをとっているのですが、そのアンケートでいずれも満足度の大変高い

結果が出たのが現代福祉学部でございます。最新のアンケートでは、今年３月の卒業生ア

ンケート、２回目になりますが。やはり大変高い満足度評価が出ております。現代福祉学

部という個別の学部の話ですが、個別具体の話で何が高い満足度の理由なのかという話を

ぜひ聞きたいということで、今日の開催の運びになりました。 

 何が理由で、何が根拠で、そういう高い満足度を得ているのか、これはアンケートから

は分からないわけで、それで現代福祉学部の大山先生と、元の事務課長の榎本さん、お二

人に話をいただくことができます。具体的な話の中から、何がこうした高い理由の基なの

かということ。そして、そこから我々は１つのヒント、教育に取り組むヒントも得られる

のではないかと考えます。 

 それでは、大山先生、榎本さん、よろしくどうぞお願いします。 
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○山田  講演に先立ちまして、今、画面のほうに映しておりますけれども、速報的につ

くったパワーポイントがありますのでご覧いただけますでしょうか。大学評価室で実施し

ましたアンケート、３種類ございまして、学部に対する満足度という質問があるのですが、

そちらで「満足している」と「やや満足している」という２つの合計のパーセンテージが

出ております。2009年度の新入生アンケートにつきましては昨年７月に実施しましたが、

現代福祉学部は88.2％です。平均は56.8％ですので、かなり高い数字。保護者アンケート

については83.9％。先ほど公文先生からありましたように、先日の卒業式での卒業生アン

ケートが92％ということで、いずれも高い数値を示しております。もう１つ、学部窓口に

対するサービスです。これも55.0％ということで、平均に対してかなり高い数値になって

いるということで、今日のお話は職員の方にも大変関心があると思われまして、新入職員

の方、職員の方にも多数出席をいただいております。一忚そういったことを踏まえてお話

をしていただければと思います。 

 まず最初に、約１時間ですけれども、大山先生からお話をいただき、その後、15分くら

い、ちょっと短か目ですが、榎本部長からお話をいただきたいと思います。それから、質

疑忚答の時間を後ほどたくさんとってございますので、質疑のある方は後ほどお願いいた

します。 

 それでは、よろしくお願いします。 

○大山現代福祉学部教授  現代福祉学部の大山と申します。今日は貴重な時間をいただ

きまして、ありがとうございます。先ほど公文大学評価室長から、今日の趣旨について説

明がありましたけれども、３つのアンケートの結果、非常に満足度が高い、その理由は何

かということです。この３つのアンケートでも、満足度の根拠となる事由が調査されてい

なくて、データで示すことができず、その理由はと言われても、教職員では推測で物を言

うよりほかはない。これでは、客観的なデータを基にして話をすることはできないと。そ

れで、かなり悩みまして、榎本部長が初代の事務課長だったわけですけれども、どういう

ことだろう、非常に頭が痛いのだと。こちらも頭が痛いのだということで、お互いに頭が

痛い同士で尐し情報交換をしながら、できるだけ客観的なデータになるようなものを根拠

にしながら話を進めていこうということになって、榎本部長も歴代の事務課の職員の話を

聞きながらまとめて、我々のほうも、それなりにできるだけ客観的なデータにしていこう

ということで苦労したわけです。 

 「はじめに」にも書いておきましたけれども、石川学部長もかなり心配されまして、こ
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の３つの評価室のアンケートを学部の全教員に配って、さらにデータと、日頃、自分たち

が教員として学生と接触しながら、いろいろな経験を基にして、この３つのアンケートと

すり合わせをしながら意見を出してくださいとお願いしました。多くの教員からも意見を

いただいたのですけれども、それを石川学部長が分類して整理されたのです。そうすると、

かなりの共通項が出てきて、それぞれの主観的な判断で意見を出していただいたのですけ

れども、これだけの件数を基にすれば、ある程度客観的な資料として用いられるのではな

いかということで、さらに９名の先生方に集まっていただいて、こういう共通項が出てき

たということ、これで満足度の高い、教員サイドからの根拠としていいものかどうかとい

う議論をしたわけです。それを基にした上で、さらに榎本部長とも情報交換しながらすり

合わせをしてみた。そうしたら、現代福祉学部の学生の満足度が高いのはこういうことだ

ろうということで整理させていただいたということです。 

 それから、できるだけ学生の中の声を根拠としたいということもあって、特に３つのア

ンケートの中での自由記述を読み込む際に、教員からの共通項に沿いながら読ませていた

だいた。今日の報告の中には、その生の声の記述もしておきました。 

 さらに、私もゼミを持っておりまして、２年生と３年生のゼミ生、２年生が11名、３年

生が13名、この学生の生の声を聞いてみました。そうすると、概ね、今日これからお話し

することが当たっているのではないかと。推測もありますけれども、お話をさせていただ

きたいと思います。 

 それから、学生に対して８年前に、ちょうど学部開設から１年生と２年生しかいない段

階でアンケートをとっているのですけれども、これはカリキュラムを改革するためのアン

ケートです。もう８年前ですので、今回の資料にはあまり参考にはなりませんでした。 

 それで、レジュメに書いてありますように、Ａが入学時のファクター、Ｂが教育プログ

ラムのファクター、Ｃが日常的生活面でのファクター、共通項を整理すると３つに分ける

ことができました。議論したところ、この３つが相乗効果を発揮して満足度が高くなった

のではないかという結論です。 

 それぞれファクターの内容について、最初に、入学時のファクターですけれども、これ

は福祉系の学部では、総合大学で６大学のブランドがあるという点で第一志望の学生が多

いのではないかということです。これは、これまでの入試の結果、入学手続率が比較的高

いということが根拠になるのではないかと思います。これは私も何人かに聞きました。そ

れから、先ほど申し上げた８年前のアンケートをみると、やはり総合大学であるという点
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で目的意識がはっきりしているのです。福祉の現場に出たいのだ。そのために大学に行く

のだ。こういう人は初めから福祉系の伝統のある単科大学に行きます。非常に漠然として

いるような方も、経済学部や法学部、そういうものからみると自分は向いていないのでは

ないか。消去法もあって、法政大学の現代福祉学部は、「現代」とついてよくわからない

けれども、地域や福祉や心理と総合的に勉強できるのではないかという気持ちもあって法

政を選んでいると思います。そういうことの結果、第一志望で入ってくる学生が非常に多

いのではないでしょうか。これは何人かの学生にも聞いたところ、またアンケートの結果

からも言える面があるのではないかということです。 

 それから、新入生のアンケートの項目の中で、どのようなことが身につけられるかとい

う質問に対して自由記述でみると、やはり幅広く勉強できる。特に、福祉と地域と心理、

これから先、何をするにも必要なものを学べると思っている。確かに他の学生からもこう

いう声はよく聞かれるのではないかということです。 

 もう１つ、先輩とのつながりがあります。特に自由記述では、雰囲気がよく、福祉、心

理について授業で学ぶだけでなく、先輩たちの姿からも多くを学べると感じています。こ

れは、ボランティアサークルとか、サークル活動から先輩の姿を見て、先輩がフレンドリ

ーだというように感じていると。特にこの点について、多摩のボランティアセンターに問

い合わせをしたところ、「多摩キャンパス全体でのボランティアサークルが２つある。そ

のほかに現代福祉学部の学生が中心になってボランティアサークルをつくっているのが15

～16個ある。」ということです。現代福祉学部の学生がボランティアのサークルを立ち上

げて、自分たちだけで一生懸命ボランティアをやっているという姿があるようです。 

 では、現代福祉学部の学生は他のサークルに入っていないのかと聞いたところ、他のサ

ークルにも結構入っていますよと。現福の学生は、他のサークルとボランティアサークル

と２つに入っているのではないかというわけです。これは特に、後で話しますけれども、

実習に行く場合の先行履修要件ということで、「１年生でボランティアを４日間以上やっ

てきなさい。そして、報告書を提出しなさい。」と、ここまでやっているものですから、

やはりボランティアをやらざるを得ないという面もあるのではないかと思うのです。 

 さらに福祉の実習に行く場合には３日間以上、社会福祉の領域でのボランティアを義務

づけています。福祉の実習に行こうと思えば何回以上ボランティアをやらなければいけな

い、ということになっているということです。 

 次に教育プログラムのファクターですけれども、特にこの特色は、これは他の学部でも
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やっておられると思いますが、基礎演習とか専門演習とか実習クラス、これが尐人数で組

み立てられていることです。それだけに基礎演習も、それぞれ担当の教員がかわりますか

ら、最低３人以上の先生と関わりを持つことができる。非常に小規模の演習でもあります

ので、学生の居場所や帰属意識を醸成しているという面があるのではないかということで

す。教員と学生とのコミュニケーションが非常に密になっている面があるのではないかと

いうことです。 

 さらに海外福祉研修です。これは２年生でスウェーデンとかフランスに、１クラス30人

ぐらいで実習しておりますけれども、10日間ぐらい海外福祉研修を苦労しながらやってき

て視野を広げるとともに、友達づくりにもなっているのではないかということです。 

 それから、国内福祉研修、これはグループをつくって、自分たちの問題意識に沿って国

内研修先を選んで、レポートを書いて、それで審査を受けて国内福祉研修に出かけていき

ます。これも非常に苦労して帰ってくるだけに、友達づくりにも大いに役に立っていると

いうことです。 

 ４番目に、特にこの学部の特色として臨床系の学部であるが故に、実習教育を非常に重

視していることです。この実習教育というのは、福祉実習は社会福祉の国家試験を受ける

ための受験資格として23日間と法律で定められた実習をやらなければいけない。それから、

地域づくり実習と臨床心理実習と３つの分野があって、それぞれ学生が選択できて、概ね

80％がこの実習に参加しているのではないかということです。実習期間は10日から24日間

ぐらいです。１ヵ所に２人から４人が配属されています。実習に行く前に、先ほどのボラ

ンティア等も先行履修要件でありますけれども、それをクリアし、事前学習をきちんとや

って、自分はどこに実習に行くのか、その地域なり実習先の特徴といったものを事前学習

して、そして実習計画書を作らせて、どういう目的で、何を実習に行くのかということを

担当の教員とも相談しながら作っていきます。そして、実習に入ったとき、福祉系の実習

の場合には巡回指導をやっています。私も福祉系の巡回指導に毎年行っておりますけれど

も、特に福祉系の実習の場合は老人ホームにも行って実際に介護までやるわけです。非常

に厳しく、ボランティアと違って、利用者の人からみれば職員のアシスタントみたいな位

置付けですから、無責任なサービスをするわけにいきません。初めての経験でやるもので

すから、非常に緊張してやります。それから、怒鳴られながらとか、いじめにも遭いなが

らとか非常に苦労しているのです。 

 私は１週間目ぐらいに行くのですけれども、行ったところ、ぽろっと涙を出して、苦労
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していたのでしょう、「先生」といって寄ってくる。こういうところで随分辛いことがあ

ったのだなと。巡回指導といっても、指導というよりも励ましに行くような形ですけれど

も、実習が終わる頃になってくると、相当自信を持ってきて、一回りも二回りも大きくな

ってきたような感じがします。 

 それから、個々に実習から帰ってくると、実習報告会を開いたりとか、実習報告書を作

るわけですが、実習報告会のときは、３年生で実習に行くものですから、特に２年生とか

１年生が聞きに来たりとか、実習先の職員の人も来られたりと。そういう中で報告会があ

ります。報告書の中では、実習先の職員から実習の評価をしてもらいます。こういうこと

があって、何を実習で学んできたかということを学生自身がグループで議論しながら、そ

して実習先から評価してもらいながら、自分は何を勉強したかということの整理がつきま

す。その感想を実習報告書の中からそれぞれ福祉実習と地域づくり実習、臨床心理の実習、

感想を書いていますけれども、大体今日のレジュメに書いてあります。初めて実習に行っ

て、非常に楽しかったことも、辛かったこともあるのだけれども、いろいろな人たちと出

会えて非常に勉強になったということが書いてあるのです。後でお読みいただければとい

うことです。 

 ３ページに、そのまとめとして「実習を通じて大学で学んだことを現場で検証するとと

もに、いろいろな人と交流することによって、自らも成長し、また『社会人基礎力』を習

得していると思われる」。特に２ページの地域づくり実習のところでゴシックで書いてあ

りますけれども、「地域づくり実習の流れの中でいろいろな人と出会って、楽しく地域づ

くりをやっているというような流れの中で、流れの核心になっている、ポイントになって

いるのは一体何なのか。結局、地域はうまくいっているというのは、まちを魅力的にする

のは人だということを実感した。魅力的な人がいるから人が集まって地域が活性化してい

る。カリスマ性と言いますか、そういう人がいるか、いないかというのはかなり大きいの

ではないか。」ということを感じたというわけです。 

 いろいろな人との出会いの中で、またいろいろな実習を積み重ねる中で、何がポイント

になっているか、そういうことを見抜く力といいますか、そういうものが備わっているの

ではないかと思います。 

 再び３ページに戻りますけれども、特に社会人基礎力というのはよく言われていますが、

経済産業省が、今、企業等がどういう人材を求めているかという中で調査したところ、前

に踏み出す力とか、考え抜く力とか、チームで働く力ということがいわれていますが、概
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ね、そのようなことが身についているのではないかということです。我々も実習が終わっ

てきて、マナーも随分よくなったとか、一回り大きくなったとか、物の言い方も変わって

きたとか、授業をやっていても私語が尐なくなったということを実感としてもっているの

です。特に親、保護者の満足度も高いというところで、自分の子供が実習に行って帰って

随分成長したということが実感できるのでしょうね。それで、保護者の満足度も高くなっ

ているのではないかと思われるのです。 

 その次に、こういう実習を通じて、よく我々教員の間で福祉マインドとか、時にはホス

ピタリティという学生の気質があるのではないかということを言っております。特に卒業

生のアンケートの自由記述で「現代福祉学部のカラーを守ってほしいと思います」、これ

が５件寄せられています。学生自身も現代福祉学部のカラーがあるということを自ら言っ

ているようです。最近、それがだんだん薄れてきたのではないかということを学生も言っ

ておりますけれども、そういうことがあって、この伝統を守ってほしいと言っているので

す。このカラーというのが実習によって築かれてきている。それは、学生の居場所づくり

だとか、学生間のネットワークづくりとか、そういうものにつながって、仲間意識、帰属

意識が非常に高くなっているのではないかということです。 

 この問題は、次の５番目、卒業生のアンケートとも関連するのですけれども、特に多く

の地域系、福祉系、心理系の科目もあるわけですが、社会学部や経済学部の公開科目、あ

るいは乗り入れ科目も履修でき、幅広く勉強できる。この幅広くということが非常に魅力

的であって、この学部はウェルビーイングを理念にして福祉社会を創造するというのが学

部全体のミッションですけれども、科目も非常に多くて、学生は自分の多様な進路に合わ

せていろいろと組み立てができる。この辺が魅力だということを言っているのです。 

 卒業生の自由記述の中で、４年間、学業だけでなくて、たくさんの仲間にも恵まれ、本

当に充実した時間を過ごすことができた。「現代福祉学部はカリキュラムも豊富で、学部

棟もきれいで、自慢の学部です。」ということを言っている。こういう点からみて、非常

に多様な進路が開けるということです。 

 ちなみに、現代福祉学部の2008年度の就職状況をみると、大体７～８割が一般企業とい

うことです。多様な進路を選択できるという点においては、10％ぐらいが公務員に関わっ

ておりますけれども、他学部と違うのが、福祉職で採用されることです。川崎市とか横浜

市とか、毎年、福祉職で複数入っており、公務員全般のうち２％くらいです。それから、

社会福祉法人、福祉施設、これも年によって若干違いますけれども、８％前後、それぐら
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いが福祉の現場に就職している。これは非常に尐ないですけれども、最近の動きとしては、

医療・福祉系の民間企業にも約10％近く入っているということです。 

 この学部の特色のもう１つは、大学院の進学者が多い。福祉の臨床心理士の資格をとる

ためには大学院の修士課程の修了が必要です。それで、うちの大学院に入れなかった人た

ちも他の大学院に行ったりということで、７％ぐらいが大学院に進学しているということ

です。 

 こうして、いろいろと多様な将来の進路の選択ができるというのも、カリキュラムが豊

富だということと、勉強している間に、３年生、４年生になって変わることが可能である、

選択肢が幅広いという面があるということです。特に就職試験に当たって、先ほど、福祉

マインドとかホスピタリティということを言いましたけれども、最近の民間企業の動きを

みて、私も多摩のキャリアセンターにいた関係で、企業の人事の方とも話す機会があった

のですが、特に最近の動きとしては、ホスピタリティとかユニバーサルデザインというよ

うなことを持っている学生と、どちらかというと利己主義よりも利他主義が強い人のほう

が好ましいといわれます。先ほどのチームワークで働いたり、営業をやる場合にも、やは

りコミュニケーションがきちんととれるとか。そういう面からも、現代福祉学部の学生に

ついて、福祉系だから福祉へ行ったらどうかということでなく、目に見える形で、いい人

は学部を問わないでどんどん採る、ということを採用担当者がおっしゃるのです。 

 そういう意味で、現代福祉学部も民間企業に７割就職しております。ただ、実習につい

て余り深くしゃべり過ぎると、福祉の実習をやって、介護の実習までやってきましたと細

かくいうと、では、あなたはそこまで福祉の実習をやって勉強したのに、どうして福祉関

係の仕事につかないのかと突っ込まれることがあるようです。突っ込まれて尐し悪戦苦闘

する学生もいるのですけれども、最近、先輩からその対忚の仕方が伝えられているようで

す。例えば尐子高齢化の中、商品開発に当たってもユニバーサルデザインとかホスピタリ

ティが非常に重視されている。私は、それを勉強して、自分の気持ちとしては、人の役に

立ち、社会のためになる仕事をやりたいのだ。それをウェルビーイングとしてやりたいの

だ。福祉関係の現場に行くと特定の人にしか役に立たない。むしろ、企業に入って、いろ

いろな人と出会って、幅広く社会のために役に立ちたいというと、ほとんどそれ以上は突

っ込んでこないと。今、大体それでクリアしているようです。「ウェルビーイングとは」

とか、福祉とは違うのですというような理屈をいわなくても、そういうことでクリアでき

るということらしいです。そういう意味で、福祉系の学部だからといって、民間企業が間
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口を閉ざしているということはないようです。むしろウエルカムという流れが今強くなっ

ているということです。 

 レジュメの４ページです。これは昨年度、学部開設10周年記念ということでシンポジウ

ムがあったのですが、卒業生のパネリストから、学生時代に１分野だけでなくて３分野を

広く勉強したとか、カリキュラムが非常に豊富であるというようなことが就活の中で活か

されてきているという発言がありました。現代福祉学部の同窓会というのがあって、毎年、

現場でやっている人を何人か招いて、現代福祉学部で学んだことがどのように活かされて

いるかというようなことをシンポジウムで、しかも現代福祉学部の中で話すのですから本

音で語ってくれます。特に国家試験については、自分も一生懸命やったけれども、職場で

はあまり活かされていない。しかし、学んだことは実際に活きているということを言って

います。 

 特に私が印象に残っているのは、老人ホームに実習に行って食事を見た。嚥下力が弱っ

ているので、食事は皆とろみがつけられている。何を食べているかわからない。食という

のは、味覚とか臭覚とか人間の亓感で食べるものだという考え方から、実習で学んだこと

として食品の就職試験のときに次のような発言をしたということです。それは、アジを食

べるときに、ユニバーサル・デザイン・フードということで全部崩してあって、何を食べ

ているかわからないのです。そこで、アジを崩してアジの形にしてその上に皮を乗せて、

「今ちょうどアジが旪だ。これからアジを食べるのですよ。」というコミュニケーション

を交わした後、できるだけ自分でスプーンで食べてもらうようにする。ユニバーサル・デ

ザイン・フードというけれども、全部崩して、とろみをつけて、安全だけでつくるという

のはよくない。このような工夫が必要だということを感じたということです。それを食品

メーカーの面接試験で発言したということです。これは、実習経験のないほかの誰にもで

きないことで、面接者もうなづきながら聞いていただくことができ、合格したということ

です。 

 このように、福祉マインドとか実習経験を、採用試験に行くときに一ひねりして工夫す

れば、非常にうまくいくのではないか。そういうノウハウを先輩からいろいろと教えても

らうことができる。これが非常に大きな強みではないかと思うのです。 

 ８年前の１年生、２年生のアンケートを久しぶりに見たのですけれども、軒並み、今は

先輩がいないので就職にも不安だとか、大学生活を送っていく場合にも不安だと。そうい

うのがたくさん出てきたのです。今は、その不安がほとんど解消されて、先輩、後輩のつ



 

- 10 - 

ながりによって、現代福祉学部のカラーを守っていくことができているのではないかとい

うことです。 

 最後にＣのところですけれども、これは現代福祉学部の大きな特徴といってもよろしい

と思います。榎本部長ともいろいろ電話で意見交換している中で、特に当時の榎本課長は、

これといって現代福祉学部の職員の対忚の仕方というのを考えていなかったと言われてい

ましたけれども、我々教員サイドから見ていると、榎本課長が現代福祉学部の事務課の対

忚について軌道を引かれたなという感じです。これは多くの先生方もそういうことを言っ

ておられて、さらに学生と職員が親密で、お互いに顔と名前を覚えている。小さな学部だ

からと言えば、そうかもしれませんけれども、やはり雰囲気が非常にいい面があります。

特に卒業生のアンケートを見ても、職員に対して、大変お世話になりました――固有名詞

が出ているのです。とても感謝していますという声が複数寄せられています。 

 それから、私も記憶にありますけれども、職員が人事異動で別の部署に移るときに、学

生が寄せ書きをして「お世話になりました」と、そういうことをやっています。私も法政

に三十数年おりますけれども、そういうことは見たことも聞いたこともなかったです。こ

れは現代福祉学部の中の職員との緊密な関係が伝統としてあるなという感じをもっている

ということです。 

 もう１つ、実習の助教、実習指導講師と呼んでおりますけれども、実習室に常時４名い

て、非常に学生に近い存在ということで、何でも相談に乗ったり、実習だけでなく、いろ

いろな学生生活についても相談に乗ってもらって、実習指導室も非常に明るい雰囲気があ

ります。事務室と実習指導室というのは１階に並んでありますけれども、非常にいい雰囲

気があるのではないかということです。 

 実習室と事務室とラウンジの写真がありますので、写真を撮っていただいた石川学部長

に説明していただいて、ご覧いただきたいと思います。 

○石川学部長  今ご紹介にありました石川と申します。市ヶ谷キャンパスと小金五キャ

ンパスの先生、また教職員の方は、多摩のほうはあまり行かれたことがないと思います。

今、大山先生の話の中にも、学部棟とか、学生の居場所というような言葉が出てきており

ました。それで、写真があったほうが分かりやすいのではないかと思って、写真を付けさ

せていただきました。 

 多摩キャンパスは、バスターミナルを背にして坂を上っていきますと、左に総合棟があ

りまして、右に図書館棟があります。そこを右のほうにずっと階段を上っていきますと、
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大きな社会学部棟が左のほうに見えるのですが、そこを右のほうに行きますと、写真がこ

こに出ておりますけれども、現代福祉学部棟17号館という建物が出てきます。この建物の

向こう側に、プレイグラウンドというところがございまして、これが先ほどの反対側から

撮った写真です。右の上のところは桜ですけれども、現代福祉学部ができまして、今年は

11年目に入っておりますが、開設の頃に、これはまた後で出るかもしれませんが、初代の

榎本課長が桜を植えてもらいたいということで、近くの団地あたりで尐し余っていた苗を、

事務課の方が大体中心になって植えていただいて、今ここまでに桜が育っております。う

ちの学部が、このくらいまで育ってきたかなというような印象的なことで右上の写真を撮

らせていただきました。 

 左下ですが研究棟の建物、研究室があるところですが、４階の窓からですので、上から

写した写真が左の下になります。今、これは野球をやっておりますが、事務室で野球のボ

ールとかサッカーボールとかいろいろ貸してもらえますので、それを学生は借りて、ここ

でサッカーをやったり遊びをやる。下の手前のほうには、机もついていますが、ちょっと

座れるベンチがありますから、昼などは、ここで食事をして、学生たちが団らんしている

というようなところです。 

 その次ですが、これは８ページの上のところですけれども、事務室を写しております。

左上のところ、これは事務室の中から向こう側です。だから、向こう側から学生が入って

くるわけですけれども、学生が入ってくると、学生の目線から見ると右の下のところにな

ります。事務室が全部見渡せますので、いつでも事務職の方がおられて、学生が来たとき

に対忚してくれています。 

 上の写真の右奥のほうに実習室がございます。８ページの下のほうの次の写真になりま

すけれども、これが実習室。これは、今言いましたように、事務室から入っていきますと、

この写真では下の左側です。そこから入ってくるようになります。そうすると、実習指導

講師の方が４名ここにおりまして、その向こう側、そこが勉強などを指導するところにな

っております。そこを向こう側から撮った写真が右上の写真です。テーブルが四角く並ん

でおりますが、大体、ゆったり座って20名ぐらいの学生が座れます。いす自体はもうちょ

っと置いてありますので、25から30くらい、きつきつに詰めれば座れますが、大体ここで

20名くらい。 

 それから、先ほど出てきました基礎演習という中で、福祉用具体験、車いすとか高齢者

の用具がここに置いてあるのですけれども、基礎ゼミでやるときは、ここに集まって、こ
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こで実習指導講師の方からまず説明を受けまして、それぞれ学生が車いすに乗ったり、そ

ういう器具をつけてやるというところです。 

 最後はカフェラウンジ。これは右下、もうちょっと右側になりますが、そこに一忚食堂

と言われる…。ただ、大きな食堂ではありません。軽食ぐらいで、パンはそこで焼いてお

りますから、温かいパン、それから、ナポリタンとか、そういうものをちょっと売ってい

るところです。このカフェラウンジの上のほうの写真は入り口から撮ったものですが、学

生は、大体このあたりを居場所にしてグループで固まって過ごしているという写真です。 

○大山  どうもありがとうございました。石川学部長自ら写真を撮っていただいたので、

実際のことがわからないと、口でしゃべっても理解しづらいところもあろうかと思います

けれども、実習の助教さんが非常に若い方が多くて、身近な問題として生活相談まで乗っ

ているというところがあるようです。事務課と実習指導室を学生が行ったり来たりして、

いろいろ相談に乗ってもらえるということがあるようです。 

 時間も押し迫ってきましたので、最後に、今後の改善点というところで、学生同士の仲

間意識とか、先輩、後輩の関係とか、帰属意識が強いという点から、ちょっと内向きな面

があるのではないかということです。私も、多摩キャリアセンター長をやっているときに、

企業の方から、おたくの学生、特に男子学生の場合ですけれども、「面接のときに利他的

な面があって人はいいのだけれども、ちょっと覇気がない。競争的な面が弱いのではない

か。グループディスカッションをやっても、ちょっと引いている。社会人基礎力としての

前に踏み出す力が弱いように感じる。」ということを何件か聞いたことがあります。先生

方からも、ちょっと内向き過ぎる。もっと前に出ていけということを教育の中でも考えな

ければいけないということが上げられています。 

 それから、これは卒業生アンケートとか、その中にも出てきますけれども、国際交流と

か就職支援の評価が低いです。特に国際交流という点については、まだ留学生も受け入れ

ていないということで、今、教授会でも問題になっているところです。これは、海外福祉

研修のみならず、国際交流を身近に、日常生活の中で学生ができるようにしていきたい。

大学院は今、韓国や中国からも来ており、なかなかいい雰囲気ができていると思います。 

 それから、就職支援は学部の中に一忚、多摩就職支援委員を二人置いておりますけれど

も、もう尐しいろいろなノウハウを、キャリアセンターと協力しながら取り入れていきた

いと思っているところです。 

 最後に、全体的に学部の満足度が高いという結論は、やはり実習にあるのではないかと
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いう感じがしています。最近の学生はやや理論志向よりも実践志向のほうが強い。やはり

実習というのは、教室の勉強だけではなくて、実際に自分の肌で体験しながら学んでいく

ことです。こういう面が今の学生に合っているのではないか。他の学部で実習教育という

のは、学生数も多くてなかなか難しい面があろうかと思いますけれども、今、インターン

シップということでキャリアセンターでもプログラムがあります。その点でもう尐し工夫

してやる必要があるのではないかということです。臨床系の学部の特色ということで、あ

まり参考にならないかもしれませんけれども、我々教員の仲間では、こういうことを相談

して、今日報告させていただきました。 

 以上です。 

○山田  ありがとうございます。続きまして榎本部長から、事務的な立場からお話をい

ただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○榎本入学センター部長（元現代福祉学部事務課長）  よろしくお願いします。 

入学センターの榎本です。今日は、学部立ち上げが2000年でして、その１年前の1999年４

月から現代福祉学部事務課におりました榎本としてお話をさせていただきます。 

 大山先生、先ほど桜のお話がありました。あれは、門崎さんという多摩事務部長がいま

して、門崎部長と横内さんという職員のＯＢの方とで、団地の工事で、桜の木が余ったの

で大学で植えてはどうか、という話になり、現代福祉学部のエリアにいただいたという話

で、私が誘致したわけではありません。近くにいた人間を立てていただきまして、ありが

とうございます。そんなところが現代福祉学部のいいところだと私は思っております。 

 それでは、現代福祉学部事務課長として、11年以上前からのことで、忘れている話は、

いろいろ当時のメンバーから話を聞いたりしてお話をさせていただきます。 

 実は、この2008年度の卒業生アンケートは、2005年４月の入学で、2009年３月卒業の６

期生ですので、私はかすってもいないのです。それから、2009年度の新入生アンケート、

父母のアンケートもそうですので、私が直接接してはいないみなさんからの評価だという

ことと、当時のメンバーと話をしたこと、それから、今、現代福祉学部を担っていただい

ている人とお話をしたり、メールで意見を聞いたりして、それを集めて報告させていただ

きます。何より、今、現代福祉学部事務課にいるメンバーに敬意を表してお話をさせてい

ただきます。 

 「事務支援体制」というそんな立派なお題ではなくて、「満足度が高い訳」ということ

で、恐らく満足度が高いのは、こんなことからだろうとか、だったのではないかというお
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話をさせていただきます。 

 まずは現代福祉学部事務課で思い出すことですが、今思えば、事務課で窓口対忚のコン

セプトを確認して、「こういこう」というようにして旗上げして新入生を迎えていれば格

好よかったのですが、そんなコンセプトの確認などをしたわけではありません。専任３人

でスタートして、事務嘱託の人たちに、資料室、講師室を守っていただいたのですが、メ

ンバーそれぞれが学部事務ということに関して、これまでのキャリアの中で、どうしよう

か、こうしようか、というそれぞれの思いの寄せ集めだったと思います。 

 まず思い出すことは、「挨拶」です。「挨拶」というのは、事務のカウンターに来る学生

だけではなくて、狭い建物の中で四六時中会うもので、事務室のカウンターに限らず、会

うたびの「こんにちは」「おはようございます」から始まりました。 

 それと「飴」。これは、ほとんどの方、もうご存知だと思います。現代福祉学部の事務

課のカウンターには「飴」があります。これは、若い職員、皆さん、よくご存知の職員の

発案です。アメリカの大学の事務室にはキャンディーがあるということで、その発案の彼

は、多摩に行くとお酒を飲む機会も尐なくなる。お小遣いがちょっと余る。しからば何か

できることはないか、と考えて飴がスタートしました。お小遣いを捻出して、週に幾らと

金額を決めて始まりました。 

 私は最初にこの話を聞いたとき、「飴？ たしか小学校のときに、銀行に行ったら、ク

ーラーが効いていて、うちわがあって、飴があるというのはあったけれども、大学で飴

か？」と思いました。ただ、そういう発想というのはあってもいいのではないかという思

いもありました。一人の事務スタッフの発案とお小遣いから始まりました。 

 「飴」も、そのうち教授会が親睦会費から予算をいつの間にか拠出してくれるようにな

りました。言ってみれば、先輩のいない１期生を迎えるにあたって、事務のカウンターと

いうのは遠い存在ではないのだ、用がなくても来てくれというメッセージ、というお話で

す。 

 ３つ目「いつも小走り」。先生方から、研究室が寒い、空調が効かない、パソコンが繋

がらない。情報センターとか総務に連絡することはするのですが、忙しくてなかなか来て

もらえないので、こちらからとにかく研究室や教室へ行ってました。とにかく職員はいつ

も走っていたということです。 

 「挨拶」と「飴」と「いつも小走り」というのが何となく思い出す話です。 

 次のページに行きます。これは現代福祉学部のパンフレットです。実は、石川学部長、
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大山先生と先日話して、私が、この学部パンフレットを今日の話で使いますよと話をした

ら、今日、石川先生がわざわざ現物をお持ちくださいました。これが当時のパンフレット

です。お手許のレジュメと画面のほうに出ています。皆さん、これを見ていただいて、ア

ヒルが福祉に繋がるかどうかということです。2000年、2001年、2002年とアヒルを使った

のですが、よく学部設置準備段階で旧来型の弱者救済の福祉からの脱却、ウェルビーイン

グ、万人の健康で幸福な暮らし、というような話を聞いていました。アヒルから福祉のイ

メージが伝わるか、伝わりはしないと思います。ある意味では全然意味がないのですが、

この中に込められたことは、旧来型のパンフやポスターのイメージ、手に手をとって握手

しているとか、車いす、地球儀、発展途上国での活動、こういうイメージからの脱却です。 

 アヒルは何の意味もないということではなく、「過去のイメージにとらわれない」こと

の象徴なのです。しからば事務課も、これまでのイメージや慣習・慣行にはとらわれずに、

と覚悟をしました。「こういうこと、ありなのね」という感じで受けとめました。 

 パンフレットにアヒルの写真を採用したことから、悪いことでなければ何でもやってい

いのか、というように覚悟したわけです。実は、カウンターの上には小さなクリスマスツ

リーとか、ぬいぐるみとかもありました。石川学部長からもお話のあった学生ラウンジと

いうのがありまして、今はカフェラウンジになって食堂化されましたが、それ以前は単に

テーブルが置いてあって、自動販売機があって、学生がそこにたむろしているというスペ

ースでした。そこに音楽を流せる設備がありました。軽音楽を基本的に流していたのです

が、ある日、学生から、この曲をかけてくれないか、というリクエストがあり、その曲を

かけました。こんなこともありなのかということで、今度はこちらから、当時はやってい

ました番組でＮＨＫの「プロジェクトＸ」のテーマ：中島みゆきの「地上の星」もかけて

いました。そういうことをしたらどうかな？というのを「やっちゃえ」という感覚でいた

ことは事実です。 

 ここから、現代福祉学部の満足度が高い訳ということで、その１です。 

 満足度が高かったということは、こんな背景があったからこそではないか、というとこ

ろです。学部のサイズ、大きさです。一学年が二百数十名で目が行き届くということ。名

前と顔が一致するかな、というところです。朝、職員が出勤すると、保管庫の中から学生

カードを出して窓口に来た子たちの名前を一生懸命覚えていました。だんだん増えていっ

て、完成年度を迎えて 1,000名覚えていたかというのは別ですが、みんなのそんな姿を目

の当たりにしていました。 
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 ２番目ですが、独立棟、学部アイデンティティーの醸成しやすさです。自分たちの城と

いう表現がいいかどうかわかりませんが、決まった場所、居場所があったということです。

それから、その中は狭いものですから、先ほど言いました挨拶。逆にいうと、狭い空間の

中で挨拶がないというほうがちょっと不自然な感じがします。さっき会った子にまた会う

という状況なので、さっきは挨拶して今度はしないのは変な話ですから。 

 それと、カリキュラムです。実習等の多さ、学生が窓口へ来ざるを得ないという必然性

はカリキュラムにあったと思います。海外福祉研修もそうです。国家資格を取得するとい

うこともあります。厚労省等に手続が必要ですし、資格取得のための実習の手続きもあり

ます。 

 一般的に大学生というのは、履修登録をして、確認通知書をもらって、成績をもらうと

いうぐらいしか窓口に来ることはないのではないかと思います。あまり窓口に来ることな

く卒業していくという状況で、現代福祉学部の学生は来ざるを得ない状況にあったといえ

ると思います。 

 それから、女子の比率も多尐関係あるのかと思います。大学や学部の選び方も、女子は

友達が行くから行くという選び方よりも、私はこう思うから行くという我が道を行くタイ

プが多いのかと思います。目的意識の高さから来る素直な反忚。基本的には福祉の世界で

すから、対人援助ということになります。「人が好き」ということもあるかと思います。

ですので、何かこちらからアクションを起こしても、リアクションが素直。斜に構えて

「何やってんの」という態度では決してなかったと思います。うれしければうれしい、感

謝の気持ちがあれば、「ありがとうございます」という気持ちを素直に出してくれるカラ

ーだったかと思います。これが、アンケートに素直に反映されているかなという気はしま

す。 

 その２ということです。学生を受け入れる学部としてのチーム性ということです。学部

構成のイメージ、福祉は４番目ではないかと思います。１番目と２番目は一般的なもので

すが、①は基本的に、学生を教職員で支えて、いわゆる教職員の両輪論というものといえ

るかと思います。②は、職員が学生と教員の両方をサポートするという形で、①と②が大

きなイメージかと思います。③は、一般的な実態でしょう。学生が数的にがばっといまし

て、教員がちょっと尐なくいて、職員がその下にいる。教員と学生の距離よりは、学生と

職員の距離が長い（遠い）ということです。④、これは現代福祉学部のチーム性というか、

チームはこういう形だったのではないか。学生の数に比べて教員の数が多い。これに実習
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指導講師、職員がいて、ちょっと線が太くて関係性が強いということです。赤い丸の中で、

教員、実習指導講師、職員、この３つが束になってチームとしてものごとにとりかかって

いたのではないかと思います。 

 ７ページ目です。満足度が高い訳（その３）ということで、職員の話は大体窓口の対忚

だと思います。窓口の対忚のポイントは、不等号で書いてありますが、まずは情報の正確

性。ある意味では、情報の正確性だけでいいという理屈もあるかもしれません。その次に

指導性。括弧の中に入っています「（学生はお客様？）」。お客様という扱いだけでいいの

かという意味です。それから親切・丁寧。こういうのが優先順位ということになるかと思

います。極論をいえば、正確性、均一性だけでいいという人もいるかもしれません。 

 学生が窓口に来たときに、まず、職員が接するわけですが、ここで職員イコール大学の

イメージになってしまう難しさというのはあると思います。そこから、スタッフの心がけ

が書いてあります。私が福祉に在任中のメンバーや今のメンバーから聞いたことも含めて

お話をさせていただきます。「傾聴」などと難しい言葉ですが、まず話を聞くということ

です。求めることが何かをまずつかまなければなりません。 

 これは、今、現役で現代福祉学部事務課で頑張ってくれている人の話ですが、確認通知

書を渡す時期、何も言わずに窓口に来て学生証を出す。確認通知書をぽんと渡せば事は済

むかもしれない。でも、本人が何をしに来たのか？というのはわからない。まず確認する。

何をしに来たのか、どんな目的で来たのかを尋ねるというのも、やはり指導ではないかと

いうことです。 

 他のメンバーからの話ですが、何でもかんでもこっちから手を差し伸べて話すのではな

くて、学生の話をまず聞く。学生が悩んでいるとか、取り乱しているときもあります。そ

のときも、まず聞くことから始めるというのが皆の心がけでした。 

 次に、「正確性」です。あいまいな回答はしない、正確な返答ができないときは、ちゃ

んと調べて回答する。相手を特定しておいて、また改めて正しい情報を伝えるということ。 

 それから、「一言の声かけ」です。例えば、学生が窓口に来て、履修の手引に全部書い

てあることを聞きにきたとします。このときに手引きに書いてあることを全て説明するの

ではなく、書いてあることを伝える。何でもかんでも、こうだからこうだねというのでは

なくて、ここにこうやって書いてある。書いてあるから、今度からは来なくて済むでしょ

うということです。「もう次からは来なくていいね」という指導です。こういうことも心

がけたということです。 
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 それから、プラスアルファの何気ない声かけ。これは、いろいろな話があります。「頑

張ってね」でもいいのですが、こういう話には現代福祉学部は事欠かなかったですね。

「国家試験受けるの？」とか、「受験勉強どうしてる？」とか、「実習どうだった？」とい

う何気ない一言の声かけです。こんなことをみんなが心がけていたということです。 

 最後になりますが、窓口の対忚で大事なことは、真摯な態度とＴＰＯ、場所とか、時と

か、場合に忚じた「言葉」です。「言葉」というのは非常に大事なもので、怒るときの言

葉もあれば、褒めるときの言葉もあります。丁寧であればいいかといったら、そうでもあ

りません。距離感をつかんで話をする。何でもかんでも「そうでございます」というわけ

にもいきません。そんなところで、みんなが言葉遣いには気をつけていました。丁寧過ぎ

てもよくないということを皆から聞きましたし、それをみんなが励行していました。 

 次は、課題ということです。大山先生からもカラーの話が出ていました。学生のカラー

の話です。開設当初、もう11年前になります。そのときと、今、そして、これからの学生

のカラーへの対忚です。相手が変わればまた対忚も変わってくると思います。この辺に難

しさがあるのではないかと思います。これが１つの課題です。 

 それから、親切、丁寧でありましたし、今もそうだと思います。ただ、これが過保護で

あったり、ひ弱さを生んだり、内弁慶にさせてはいないかということです。 

 最後のところですが、「飴と鞭」というのはあまりいい言葉ではないかもしれませんが、

緩急つけていたつもりではあります。ただ、甘い、辛いのところの変化というのはどうだ

ったか？というようには思います。 

 ８ページ目です。現代福祉の満足度が高い訳（その４）。「チーム『現福』の相乗効果

（認め合いと信頼）」というように書いてあります。先生方の動きに実習指導講師と職員

が引っ張られる。教員による学部生の履修指導。こんなこともありました。先生方が新入

生に対して学部の履修指導をするということです。自分の担当する科目が、その自学部の

カリキュラムの中で、どんな位置付けになっているかわからないとできないのですが、こ

ういうことも先生方はやろうとしていました。 

 忘れもしないのは、相談希望の学生の数が多くなって混んできたときに、先生方が整理

券を配ってくれていました。相談に乗れないけれども、整理券を配るからというような先

生もいらっしゃいました。こういう姿を見ていれば、職員は働かないわけにいかないと思

いました。ですので、先生方のこういう頑張りに引きずられた、引っ張られたというとこ

ろがあります。 
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 もうひとつ、完成年度前での修・博３専攻の立ち上げ、大学院の立ち上げですが、2002

年４月ですか、ここでマスター２つ、ドクター１コース立ち上げましたので、このときの

熱意というのも、やはりひしひしと感じていました。臨床心理学専攻というのは、一種指

定大学院をとることが至上命令みたいなものでしたから、頑張って職員のほうも協力した

ということです。 

 実習指導講師と職員が教員の期待に忚える、先生方の頑張る姿を見ていれば、職員も、

実習指導講師も頑張らざるを得ないと思います。職員がやったことは就職支援です。これ、

効果のほどは別ですが、先ほど大山先生からお話がありました病院とか福祉の施設に就職

する学生は、パーセンテージとしてはそんなに高くないです。ただ、法政大学に現代福祉

学部ができたということを病院や福祉施設は知りません。そういう施設から求人票が来る

かといったら、黙っていたら来ないわけです。あるとき全国の施設を網羅した冊子を先生

方がもってきてくれました。心理系の先生、地域系の先生、福祉系の先生から発送する施

設をピックアップしてもらいまして、求人票の発送までこぎつけました。 

 それから、企業の人事（採用）担当者への学部紹介ビデオの作製です。人事の担当者を

呼んで、学生の実習の姿を見てもらいたいと思いました。実習風景をビデオにおさめたり

もしました。効果の程は別として、考えられることは何でも何とかやってみたという状況

です。 

 最後のところですが、教員が実習指導講師と教員を評価し信頼性が生まれるということ

ですけれども、確かに事務室がガラス張りで、学生ラウンジの向かい、学生に見えるとこ

ろにあります。でも、職員の姿は見えてもどんなことをしているかまでは学生には見えな

いのです。それでも学生からの評価が高いというのは、恐らく現代福祉学部の先生達が職

員は、こんなことをしているよ、という話を学生にしてくれたのだろうと思います。学生

には見えない部分をゼミの時間とかで話してくれていたのではないかと思います。学生た

ちも、職員さんたちはそんなこともしてくれたのかと思ってくれたのでしょう。この学生

と実習指導講師、職員の動きがぐるぐる回って相乗効果を生んでいるのではないかと思い

ます。 

 かつてもカリキュラム改革がありました。先ほども大山先生から実習の話がありました

が私が経験したカリキュラム改革では実習は３つに増えました。あのときは、聞いて、

「え？ 実習３つ？（これは大変だ）」という感じにはなりました。ただ、やらなければ

しようがないなと覚悟して実習をバックアップしたつもりです。今年は学科再編しました。
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ですので、大きなカリキュラムが２本走っています。それも多分、大変な苦労だったので

はないかと思います。 

 最後です。チーム「現福」というイメージですが、教員がいて、職員がいて、実習指導

講師がいます。真ん中に学生がいるという状況なのかと思います。さっきの相乗効果とい

うのは、矢印がどっちにも向いている、ぐるぐる回っているという図柄です。このセミナ

ーで何をお話ししようかと考えてみて感じたのは、「実習指導講師」の存在がやはり大き

いことです。我々の隣の部屋にいて、年がら年じゅう話をしてコミュニケーションをとっ

ていましたけれども、臨床系の学部ということはあるのですが、実習指導講師の４名の方

の存在というのは非常に大きかったのではないかと思います。一言でいえば「チーム」で

動いたという感じはします。 

今回のセミナーでお話するにあたって、大山先生をはじめ、たくさんの先生方で寄ってた

かって、どうしようこうしようという話をされたと思います。事務サイドも、歴代の課長

と打ち合わせをしましたし、当時のスタッフとはメールでのやり取りをしました。「ヘル

プミー」です。もう10年前のことを忘れてしまったから助けてくれと。するとちゃんとメ

ールがぽんぽんと返ってきました。昔の仲間ってうれしいなと思いましたし、先生方も恐

らく、チームとして今日の原稿を練られたのではないかと思います。 

 最後になりますけれども、かつて私と一緒に仕事をしてくれたメンバーと、現在の現代

福祉学部の皆さんからいろいろなご意見、メールをいただきまして、この場を借りてお礼

を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 

 私の説明は以上です。 

○山田  満足度の非常に高かった現代福祉学部の大山先生と榎本部長にお話をしていた

だきました。かなりの方が市ヶ谷のほうに集まって、50人ぐらいいらっしゃいますか。今

のお話に関しまして質疑忚答をお受けしたいと思います。順番に行きますので、とりあえ

ず市ヶ谷から先に行かせていただきたいと思います。ご質問なりご意見のある方、挙手を

お願いいたします。所属とお名前をおっしゃっていただければと思います。 

○菊谷イノベーション・マネジメント研究科長  会計大学院の菊谷と申します。 

 榎本さんに質問ですけれども、８ページのところで、就職支援では求人票の発送という

のがございました。それから、ビデオ作製というのがございますけれども、求人票の発送

という求人票はどのようにつくられたのか教えてください。 

○榎本  ご質問いただいた件ですが、求人票の用紙を送ったということです。黙ってい



 

- 21 - 

れば、法政大学の現代福祉学部の存在を知りませんので、こういう学部ができた、という

ことをお知らせして、現代福祉学部の学生に対して施設・病院として求人がありますか、

あれば求人票の用紙を送りますので所定の事項を記入して返送してくださいということで

す。各施設 500だか 1,000だか忘れましたが、先生方の一筆を添えて用紙を送ったわけで

す。 

○菊谷  もっと具体的に、いわば求人というのは学生を紹介するのですか。それとも…。 

○榎本  学生です。 

○菊谷  我々も、監査法人にこういうのをやりたいというアイデアがございまして、具

体的なことを知りたかったのですけれども、どのように…。写真、名前、出身大学学部、

我々のは国家試験を意識して、簿記１級とか、財務省へ合格というのを書く、そういうも

のでしょうか。 

○榎本  基本的に、こちらで資料をつかんで、要は社会福祉士、精神保健福祉士という

国家資格がありますので、その資格が要りますか、要りませんかということとか、勤務日

数、初任給は幾らといった、就職部というか、キャリアセンターによく来る求人票があり

ますね。あの用紙を送って、求人がある場合は、こちらのほうに返送くださいという依頼

です。 

○菊谷  どうもありがとうございました。 

○山田  それでは、多摩、いかがでしょうか。 

○半妙現代福祉学部事務課主任  多摩です。現代福祉学部事務課の半妙です。 

 今日は、そちらに伺えなくてどうも済みません。大山先生、石川先生、榎本さん、どう

もありがとうございました。 

 現代福祉学部のスタッフとして、意見というか感想を述べたいと思います。私は３年目

ですけれども、これまでこういったことは認識しないでやってきた結果、こういうアンケ

ートができてきて、何が原因でアンケートがよかったのかというのを逆に意識するように

なったので、これから人事異動があって、尐なくともかわりますし、特に、今年から新し

い学科が２つできてカリキュラムが大きく変わるのですけれども、こういった変化が大き

くなる現代福祉学部ですが、これをどうやって維持したらいいか客観的に振り返ることが

できた、ということではためになりましたので、またこういったことを続けていけたらと

思っております。 

 以上です。 
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○山田  どうもありがとうございました。 

 小金五につきまして、いかがでしょう。 

○柴岡小金五事務部学務課主任  小金五、理工学部担当の柴岡ですけれども、本日はど

うもありがとうございました。 

 教育プログラムのファクターというところで１点お伺いしたいのですけれども、実習教

育の重視ということで、実習の授業が大切ということですが、実習の授業に関しまして、

必修科目でしょうか、それとも選択科目になりますでしょうか。 

○大山  これは選択科目です。国家試験を受ける場合は受験資格科目に入りますので、

これを実習しないと国家試験は受けられない。あとは選択で済ませると。単位は全部一定

しています。 

○柴岡  わかりました。どうもありがとうございます。 

○山田  どうもありがとうございました。 

 市ヶ谷のほう、再び……。 

○髙栁国際文化学部教授  国際文化学部教授会主任の髙栁と申します。 

 学生の満足度アンケートの結果が出たときに、うちの国際文化学部は大体が２位だった

のですけれども、１位が断トツに、各項目かなり離されて現代福祉が１位ということで、

どういうノウハウがあるのかということです。去年、執行部、学部将来構想委員会のメン

バーでお訪ねをいたしました。最初、学部長から依頼をしたときに、先ほども出た話です

が、多分、事務のところに飴があるからではないですかというようなことをいわれて、ち

ょっとはぐらかされたような感じになったのですけれども、実際に行きましたら、非常に

丁寧に、今日お話しいただいたようなことを教授会の執行部の方にお話しいただきまして、

大変勉強になったということを、この場でもう一度お礼申し上げたいと思います。 

 そのときも今日も感じたことですけれども、やはり学生一人一人に対するきめの細かい

指導、そういうネットがいっぱいあるという感じがしました。うちの学部も、人数的にも

二百数十人で、基礎ゼミ、チュートリアルとか、各授業も非常に人数が尐なくてかなり似

ているのですけれども、やはり福祉系の実習があるということで、先ほども出ましたが、

実習指導助教の４名の方がいらっしゃるというようなことも大きいと思いますし、職員の

方、教員の方、幾つかのセーフティーネットがあって、落ちこぼれたり、精神的、あるい

は学業の面で問題を抱えている学生でも、どこかでネットにひっかかってきて救われて、

いろいろ指導しているというようなきめ細かい指導のところで、非常に印象深く思いまし
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た。 

 ぜひ我々もそれを真似して、やがてうちの学部が１位になれるようにこれからも頑張っ

ていきたいと思います。どうもありがとうございました。 

○山田  それでは、市ヶ谷から引き続きお願いします。 

○曽村グローバル教養学部教授  ＧＩＳ（グローバル教養学部）の曽村でございます。 

 いろいろたくさん勉強させていただいたと思っております。現代福祉学部は臨床系とい

うことで、本当の専門の学部で、履修がかなり大きな比重を占めるということが理解され

たわけですけれども、ＧＩＳの場合、教養系ということで、ある意味、足が地についてい

ないようなところも若干あるわけですが、今年３年目に入ったということで、就職が視野

に非常に大きく入ってきているわけです。 

 二つばかり質問があるのですけれども、さっき 500から 1,000ぐらいの求人票というも

のを送ったということですが、それは、言ってみれば病院とか諸施設に送ったということ

が書いてあるわけです。７割ぐらいが民間企業に行かれるというお話でしたけれども、就

職前に、民間企業に対して何か就職に向けての動きがあったのかどうかということをひと

つお聞きしたいと思っております。 

 もうひとつは、現代福祉学部は非常に大学院が頑張っておられて、 Ph.D.の指導もいっ

ぱいして、博論も出しておられるということは承知しているわけですけれども、９％が大

学院に行っているということを聞いて、ある意味で非常に驚いたのです。推測するに、恐

らく多くの学生は修士修了後、就職すると思うのですが、その場合の就職対策といいます

か、就職先を教えていただければと思いました。よろしくお願いします。 

○大山  就職対策については、かなり頭が痛い思いをして、特に福祉系の学部だという

ことで、民間企業に対して、学生のほうも、企業のほうも、ちょっと距離感があるなとい

う感じをもっていたのです。特に学生なら就職のモデルということもありますので、２年

生の頃から就職セミナーを学部独自で開き、これに企業の人事の方を招いて、特に福祉系

の学部だけれども、企業はどういうことを望んでいるかというようなことをテーマにして

３、４人、食品だとか、出版だとか、いろいろな業界からお呼びしました。 

 それで、終わった後、講師で来られた方が、聞いている学生の目の色が違っている。非

常に熱心に聞いているというようなことで、特にどういう教育をされているかということ

もあって、ウェルビーイングでこんな教育をしているのだということをお示ししました。

福祉系の学部というよりも、学部を問わないから、非常に熱心で、しかも、先ほど申し上
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げた、当時、福祉福祉しているとか心理心理しているという言葉があったのですが、そう

いうはまっている学生は苦手だけれども、ウェルビーイング的なもので考えていこうとい

うのは企業も関心を持っている。ついては、推薦をしてくれという企業も出てきたくらい

です。これは食品ですけれども、いまだに推薦を行っているということもあるのです。当

時、２年生ですけれどもＢ棟の大教室ですか、いっぱいになるくらい学生は来ていました。

毎年、切れ目なく就職セミナーというのは早目早目に、学部独自でやっています。学部に

忚じた講師を選んで招いているということをやっているわけです。 

 それから、大学院のほうです。大学院はもともと仕事を持ち、キャリアアップのために

来ておられる方が多くて、就職のほうはキャリアセンターというのは紹介しますけれども、

先生だとか、友人関係というところで就職していっているようです。したがって、大学院

として、教授会として、大学院生については特に就職対忚はやっていません。学部も１年

生で学科が分かれ、臨床心理のほうの就職が気になっているので、企業と経済の動向とい

うカリキュラムを置いたり、企業と自治体のインターンシップということもキャリアセン

ターと共同してやっていこうということを考えているところです。 

 よろしいでしょうか。 

○曽村  どうもありがとうございました。 

○横内経営学部長  経営学部長の横内です。 

 今日はどうもありがとうございました。大変参考になることだったのですが、現代福祉

学部は実習であるとか、独立棟であるとか、尐人数教育もそうですけれども、経営学部と

か法学部というところは学生数が物すごく多い。実習にしろ、インターンシップがあるに

しろ、全員を行かせるわけにもいかないし、不況であるから、インターンシップを引き受

けてくれるところもなかなかない。独立した建物もないということで、大山先生の今まで

の経験の中で、我々のような大規模学部に対する何らかのインプリケーションとしてやれ

るべきところはないだろうかという点で、何か良さがあるかどうかということをお聞きし

たいのが１点です。 

 それと、榎本さんのレジュメの８枚目のスライドのところに、もしできるとしたら、ひ

とつのやり方として、教員による学部生の履修指導、これが書かれているのですが、これ

はどういうことをやったのか、尐し詳しくもう一度説明していただければ我々も参考にな

るのかと。 

 それから、ここに出てきている実習指導員、助教の方です。助教というのは、この意味
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だと非常に有効に機能しているわけで、そういう人の位置づけ、この人はどうやって採用

されたのか。あるいは教員が実習助教と職員を評価しということですが、これは具体的に

何らかの評価システムがあるのかどうか、その点をお聞きしたいです。 

 最後に１点、職員が評判をよくするために満足度が高いというためには、職員のある種

の犠牲のもとにあるというケースが結構あります。例えば、勤務時間外にいろいろなこと

をやってあげる、聞いてあげるということをやると、持続可能性というのは非常に難しい

ことだと思うのですが、そういうことなしに学生からの職員の評価が高いのかどうか。そ

の辺をちょっと確認したいと思います。 

 以上です。 

○大山  前半のほうですけれども、経営学部、法学部、学生数からいって、また市ヶ谷

の状況からいって、現代福祉学部の状況はストレートにはほとんど役に立たないのではな

いかと思いながら話をしました。ただ、やはり最近の学生の動きというか、理論志向では

なくて実践志向といいますか、そういうものが非常に強いです。現代福祉学部のような実

習というのは、かなり大変です。教員のほうも大変ですし、実習先を確保するというのも

なかなか大変です。 

 ただ、地域づくりなどは、岡﨑先生がみえていますけれども、福祉系の場合は国家試験

なものですから、実習先も限られているし、やり方も全部決まっていて、当時の文部省、

さっきも助教の話が出ていましたが、学生50人につき実習指導講師を１名置くようにとい

うことがいわれていたのです。これは内輪の話ですけれども、教員１名につき、人件費換

算で２名を採用する。ただし、３年間の任期つき。１年ごとに更新して５年までおれると

いうかたちです。学部としては、単に実習指導するということではなくて、研究者として

も大成してもらいたいということで、論文もちゃんと書けて就職もできるようにと。今の

うちの実習助教の人はほとんど大学に就職しています。それだけ、研究と実習指導、教育、

事務課と連携して仕事をやっているという点から存在が非常に大きかったと思います。 

 あと、先ほど就職支援が弱いという点があって、もう尐しキャリアセンターとも緊密な

連携をとって、民間企業や地方自治体、そこでの実習も、これからやっていかなければい

かんなということを考えています。経営学部、経済学部、法学部となると、それぞれ工夫

してやらざるを得ないのではないかということしか答えられないですね。 

 以上です。 

○榎本  横内先生からのご質問で、学部生の履修指導ということですが、新入生に対し
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て、福祉、心理、まちづくりと３つにカリキュラム、骨子が分かれていますので、それぞ

れの分野の先生方から、この分野で学ぶことはこうなのだという指針というか、アドバイ

スを与えて履修科目を選ぶということを現代福祉学部はやっていました。ある意味で、先

生方が自分たちのカリキュラムと位置づけ、自分の科目のカリキュラムの位置づけがわか

らないとできないので、そこまで一生懸命やって、新入生に道筋を立てて上げるという意

味で履修指導は始まりました。それでお答えになっていなければ、またご質問ください。 

 もうひとつ、評価という話です。評価というのは、客観的指標があって云々では決して

なくて、ここでお話ししたかったのは、教員が頑張れば、それに引っ張られて職員も頑張

っていると。職員の姿というのは、大体、学生に全部見えるわけではありません。ガラス

越しに姿は見ても、何をやっているか分からないわけです。今の現代福祉学部のみんなも

そうでしょう。何をやっているという話を職員がいないところで先生方が話してくれてい

たのではなかろうかということで信頼感、あるいは学生からの職員の評価が生まれてきた

のではないかということでお話をさせていただきました。特に評価ということで指標があ

るわけではありません。これでお答えになっていますか。 

○横内  あと、評判を得るために、例えば、職員が時間外に何かやるとか、職員の犠牲

のもとに満足度を高めていくということはないということですか。 

○榎本  時間外が犠牲かといわれると、時間外は多い部署ではあるのですが、直接的に

は、何か個別の指導ということで時間外ではないと思います。ただ、いろいろなきめ細か

なことをやっていけば時間を食います。時間を食うというのは、９時から５時までの間に

食っていれば、必然的にその分がどこかへ、ということはあり得ると思います。 

○横内  ありがとうございました。 

○苅谷スポーツ健康学部長  スポーツ健康学部の苅谷です。 

 今日お話を聞いて大変参考になったのですけれども、ひとつお聞きしたいことがありま

して、保育の現場も介護の現場も非常に重労働な現場で、その重労働に身体、あるいは精

神が対忚できなくなって職場を離れていくという現実の中で、若者離れが進んでいるとい

う話も小耳に挟んでおります。カリキュラムの中に、そういう身体づくりとか、体をどの

ように考えるのかとか、学部の戦略の中にウェルビーイングということがありますけれど

も、そのリーダーとして自らもウェルビーイングするための体とかメンタルな面というの

はカリキュラムでどのようにお考えになっているのか、ちょっとお聞かせいただきたいで

す。 
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○大山  今おっしゃったような科目はほとんど入っています。国家試験の受験資格科目

にも入っていますし、精神関係は精神保健福祉士という国家資格もあるわけです。社会福

祉士と精神保健福祉士と両方がとれるようになっている。それから、保健医療関係は、専

門職の人たちも専任教員で入れております。介護は専任の職員はいませんけれども、介護

実技の講座などを１時間とってやっております。介護の理論的なものは教員が授業として

やっています。それから、精神医学の専門家が２名、医者がおります。ただ、スポーツ関

係はありません。これからスポーツ健康学部でいろいろと考慮しながら、ウェルビーイン

グといいながら、健康づくりのスポーツが入っていないではないかといわれればそうです

けれども、これからいろいろと科目の相互乗り入れなどでやっていければと思っています。

ただ、文科省の縛りが多々あるから大変でしょうけれども。 

 それから、先ほどの経営学部や法学部等の学生数の多いところの実習について、岡﨑先

生が地域づくりの実習を開拓されて苦労されておりますので、ちょっとお話をお願いしま

す。 

○岡﨑現代福祉学部教授  余り苦労しているわけではありませんが、１学年 200名中で

３年生を約40名くらい地域づくり実習ということで派遣しております。昨年度は、北は岩

手県の遠野市から南は沖縄県の読谷村まで、13ヵ所を２名から３名くらいで分散させて派

遣しております。市町村長等も、私どもの学部の教員といろいろコンタクトのある地域を

選ぶことにしているのですが、首長に頼んでも、彼らがいつも学生に目を向けてくれてい

るわけではないので、できるだけ私どもの信頼の置ける自治体職員、それからＮＰＯ等に

も派遣しておりますので、ＮＰＯを指導したり、ＮＰＯの中で非常に頑張っている職員が

いるところに向けて約２週間派遣しております。 

 これも、先ほど大山先生からご発表がありましたように、福祉系の実習同様、非常に多

様な経験をしてくるものですから、農業体験等もあるし、沖縄の読谷村に行けば、それこ

そライフジャケットを着て漁船に乗り込んで、定置網で魚をとってくるようなことも現場

で体験して、学生たちも非常に社会人力がついて帰ってくるというようなことは地域づく

り実習でもございます。 

 ですから、経営学部等もそういう外部の企業とか組織と非常にコンタクトをもっておら

れる先生がいらっしゃると思います。人数の点ではなかなか困難はあろうかと思いますけ

れども、そういう現場と学生のコンタクトというのですか、そういうものが学生たちの自

信につながってくるということは考えられるのかと。 
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 福祉の実習は国家試験ともリンクしております。ですから、資格と関係しているわけで

すが、私どもの地域づくり実習は40名ぐらい学生が来ますが、これは資格とは全く関係な

く帰ってきます。資格には関係ないけれども、君たちの自覚を高めるためには非常にいい

のだということを言いながら尻を叩いているのですが、確かにそういう点はかなり変わっ

て帰ってくるのかなという気で見ております。 

 以上でございます。 

○山田  それでは、市ヶ谷のほうはそれでよろしいでしょうか。再び、多摩と小金五の

ほう、いかがでしょうか。――時間も大分押してきました。特にご質問等々ないようでご

ざいますので、長時間にわたりましてご清聴ありがとうございました。 

 最後に、大学評価室長の公文先生にもう一度、締めの言葉をいただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○公文大学評価室長  最後に一言だけご挨拶申し上げます。 

 大山先生、榎本さん、大変長時間にわたりましてありがとうございました。お話を伺っ

ていまして、キーワードが二つくらいあって、ひとつは実習です。実習は直接的には国家

試験に伴う実習があったのでやられたのだと思いますけれども、ほかの学科の場合も、国

家試験関係なく、やはり実習をしておられると。その実習は10日間から24日間くらいです

から、我々がやるとなると簡単ではないのですが、そういう理想的なところをモデルとし

ますと、そこに実習のコンセプトとして現場を知るといいますか、そのように解釈し直す

と、我々のほうでも多様な実習に対忚するものが可能性としてはあり得るのかなというよ

うに考えながら聞いておりました。 

 もうひとつのキーワードはチーム「現福」です。これも独特の実習指導の講師がいると。

現代福祉学部独特の制度があるのですが、教員と職員が一緒になって学生を囲んで指導し

ていく。こんな考え方は、やはり我々も参考にすることができるのではないかと思いなが

ら聞いておりました。 

 いろいろな意味で大変刺激のあるお話でございました。これからも、今日のお話を参考

にしながら考えていきたいと思いました。 

 それでは、長時間にわたりまして、多摩と小金五でもお聞きいただきました。ありがと

うございました。本日のセミナーはこれで終了したいと思います。どうもありがとうござ

いました（拍手）。 

○山田  最後に、今日の講演を引き受けていただきました大山先生と榎本部長、そして
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現代福祉学部の関係者の皆様、本当にありがとうございました。もう一度拍手をお願いい

たします。 

     （満場拍手） 

 

以上 


